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泉南走ろう会 

発 行： 

泉 南 走 ろ う 会 

ホームページ： 

http://imani.sports.coocan.jp/wp 
  [泉南走ろう会]→検索 

下記日時で泉南走ろう会総会並びに忘年会を開催します。 

万象繰り上げて参加ください。 

 

日時 ：12月 8日（日） 16:00～ 

 

場所 ：居酒屋けんちゃん  

大阪府泉佐野市日根野３９４１－１ 
072-468-0606 

 

会費 ：4,000円程度（年会費も徴収します） 
 

 

∇例会 

12月 08日（日） 9:00 別所バス停 

 忘年会がありますが例会は通常

通りです 

 

12月 22日（日） 9:00 別所バス停 

 

 1月 1日（水） 6:00 別所バス停 

元旦の三社詣り 

 来年も例年通り走ろう会恒例

となっています元旦三社詣りを

行います。 

 参加される方は、6時にスタ

ート出来る準備をして西さん宅

前に集合願います。 

 走るコースは、西さん宅→ 

意賀美神社→日根神社→樫井川

沿い兎田～新家駅～種河神社→

西さん宅 

 

∇例会日誌 

11月 10日(日) 中止 

 

11月 24日(日) 7名 

参加者 （粟野原）、岡田、栗栖、

西、堀池、向井、和田 

メニュー ランニング中、山越えのス

ズメバチを見に行きました

が、近付くと元気に飛び出

して来ました😫 

メモ 神戸組の和田さん、福知山

組の岡田さん、来週の大阪

参加の向井さんは元気にラ

ンニング🎽 

栗栖さんは畑作業に勤しん

でいました。 

 

∇大会結果 

11月 10日（日） 

第 30 回仏の里くにさき・とみくじマラソン 

フル   ： 

芝本 4:34:48  5/ 11 452/860 

     (4:34:34) 

岡田 4:54:47 62/125 561/860 

     (4:54:11) 

今仁 5:08:46 74/125 630/860 

     (5:08:12) 

10km ： 

西  1:32:53 40/ 40 412/415 

 

11月 17日（日） 

第 9回神戸マラソン 

フル   ： 

和田 6:06:35(5:59:47) 

 

11月 23日（土・祝） 

第 29回福知山マラソン 

フル ： 

栗栖 4:09:38 27/ 1823/5,487 

    (4:08:38) 

岡田 5:19:41 44/ 4486/5,487 

    (5:15:10) 

太田 DNS 

 

 

∇大会予定 

12月 1日（日） 

大阪マラソン 2019 

フル ：今仁、芝本、向井 

 

12月 8日（日） 

奈良マラソン 

フル：太田 

 

12月 8日（日） 

2019東山三十六峰トレイルラン 

33km：奥中 

 

2020年 

1月 13日（祝） 

第 43回ひらかたハーフマラソン 

ハーフ ：今仁 

10km ：奥中（伴走） 
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1月 26日(日) 

第 44 回十津川郷「昴の郷」マラソン 

ハーフ：今仁、岡田、芝本 

10km： 

 

1月 26日(日) 

石垣島マラソン 

フル ：奥中 

 

2月 9日（日） 

第 58回愛媛マラソン 

フル：奥中 

 

2月 16日（日） 

第 27回 KIX泉州国際マラソン 2020 

フル：太田、芝本、 

 

2月 16日（日） 

北九州マラソン 2020 

フル：今仁 

 

3月 1日（日） 

第 40回篠山ＡＢＣマラソン 

フル：太田 

 

3月 22日（日） 

さが桜マラソン 2020 

フル：今仁 

 

3月 22日（日） 

淀川マラソン 

フル：奥中（伴走） 

 

4月 05日(日)？ 

第 15回紀の川市桃源郷ハーフマラソ

ン 

ハーフ：芝本（予定） 

 

4月 18日(土)～19日(日) 

第 15回 天女の羽衣伝説ウルトラマラ

ソン 

約 71km：岡田、芝本 

 

完走記 

10月 27日（日） 

子ども RUN フェス 

太田 貴暢 

10月 27日日曜日、神戸市垂水区のマ

リンピアにて開催の「子ども RUN フ

ェス」の 1.6キロの部に小学校 1年の

息子が出場しました。初めてのマラソ

ン大会とあっていきこんでいましたが、

結果は、1,2年生男子 12位／約 20人 

8分 20秒でした。最後まであきらめず

に走りきったところがえらかったです。 

 

私が小学 1年のころの学校のマラソン

大会はたしか 1.2 キロぐらいでしたか、

拷問を長時間受けたような記憶だけが

思い出として残っています。息子にし

てみたら、普段私とだらだら 10キロ

ぐらい走ったりするので、距離にした

ら何の問題もなかったのですが、1.6

キロは短かすぎてスピードランナーに

はついていけなかったようでした。も

っと、距離の長いレースがあれば、も

う少しよい結果だったかもしれません。 

 

 私に関しては、10月半ばあたりから

風邪をひいてしまい、ここ数週間、緩

和したり、悪化したりの繰り返しです。

よって月の後半はほとんど走れており

ません。 

 

完全休養したいところですが、職場の

あらゆる業務がこの時期に重なってし

まい、休むことができません。連日深

夜の帰宅が続いてます。このままだと

11月 23日の福知山マラソンが危ぶま

れます。2018年 1月も長期にわたり感

冒をこじらせた後、2月になんとか姫

路城マラソンを完走することができた

のですが、来月の福知山も直前の急し

あげでなんとかならないものかと目論

んでおります。 

 

 

 

11月 10日(日) 

第 30回仏の里くにさき・とみくじマ

ラソン 

芝本 鈴代 

先ずは、この大会において観光手配、

宿泊、フェリーの申し込み、旅のしお

り作成など、いろいろな面でお世話に

なった今仁さんに心からお礼を申し上

げます。楽しいマラソン遠征になりま

した。ありがとうございました。 

 

 

 

この大会は、今年で 30回目となる大

会ですが、私は初めての参加になりま

す。 

 

11月 8日(金)15:40こと自宅で岡田さ

んの車で出発。途中、今仁さんの家で、

今仁さんの車に乗り換え、トライアル

貝塚店で食料品の買い出しをして、泉

大津港に到着。17:30発の阪九フェリ

ーで新門司港に向けて出発。 

 

翌 9日朝 6:00到着。 

 

関門人道トンネルを歩いて往復。 

 

門司港レトロ散策。 

 

耶馬渓（川の鯉が印象的）散策）。 

 

福沢諭吉記念館見学。 

 

双葉山生家見学。 

 

 

旧海軍掩体壕跡見学。 
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いいちこワイン工場見学。 

 

最後に宇佐神宮参拝（明日の大会、い

い成績出せますように参拝）。 

 

夕方 5時頃湯の里渓泉に到着。 

 

翌 11月 10日（日）とみくじマラソン

9:00スタート。田舎道を走る素朴な大

会でした。田んぼのカカシが生きてい

る人間や動物のように楽しかったです。

前半は元気だったのですが、後半バテ

テしまい 4:34で 3位入賞ならず。5位。

（今仁注 前年 1位 4:14、2位 4:28、

3位 5:18）タイムも振るわず歳を感じ

させられました。 

 

ゴール後全員揃ったところで別府港に。

18:45発のさんふらわーで大阪南港へ

向かいました。 

 

車の運転をしていただいた岡田さんあ

りがとうございました。西さんは単車

で私たちの行程を一緒に観光しました。

西さんのキャラクターで明るい旅にな

りました、ありがとうございました。 

 

とみくじマラソン写真館 

 

 

 

阪九フェリー 

 

 

関門人道トンネルを歩いて往復 

 

 

門司港レトロ散策 

 

 

 

耶馬渓（川の鯉が印象的散策） 

福沢諭吉記念館見学 

 

 

双葉山生家見学 

 

 

 

旧海軍掩体壕跡見学 
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いいちこワイン工場見学 

（安心院葡萄工房） 

 

 

 

宇佐神宮参拝 

 

 

 

夕方 5時頃湯の里渓泉に到着。 

 

 

スタート前 

 

 

山の神、柏原さんが最大の上り坂に 

 

 

 

さんふらわーツーリストルーム 

（西さんは翌日仕事なので個室） 
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11月 10日   

仏の里くにさきとみくじマラソン  

岡田 盛助 

 

 この大会は今仁さん推奨であり又出

身地である大分県国東半島で開催され

て今回で 30回大会で結構歴史のある

大会です。参加に当たっては、1月の

指宿マラソンの後参加しょうと言う事

になり参加者を募りましたが、今仁、

西、芝本、岡田の 4名となり、又、西

さんはバイクでの参加で今仁さんの車

で 3名となりました。参加するに当り

事前に詳細な行程と観光する場所等を

決め作成して頂き普段では中々行けな

い所を時間の許す範囲で大会前日ゆっ

くりと観光し、楽しませて頂きました。 

 主な観光地先・・・関門トンネル内

散歩、古き良き時代の門司港、耶馬溪

(青の洞門)、福沢諭吉記念館、双葉山

生家、宇佐海軍航空隊跡地、安心院葡

萄酒工場、宇佐神宮等 

観光の後、宿である湯の里渓泉へ、そ

こは山間のひっそりとした一軒家で地

元の人が温泉を利用している様でした。

ここから受け付け会場まで 30分程と

の事でしたが、朝食が 7時 30分から

との事で受付、スタート時間を考える

と少し厳しいとの事で管理人にお願い

し 7時からにしてもらいました。 

 翌朝は,5時過ぎに起床し、慌ただし

く朝食を済ませて会場へ、駐車場が混

雑していて入るのに時間が掛かりまし

たが,何とか受け付けを済ませ、スタ

ート位置に並ぶが出走者が、それ度多

くなく随分前の方に並ぶ事が出来スタ

ートしました。天気は快晴で日が照る

と少し暑い程でした。余り練習が出来

てないので何時足が攣るかスタート直

後から不安もあり 11km手前位まで今

仁さんに付いて走りました。しかし

10km過ぎた頃からお腹の調子が悪くな

り仕方なくトイレへ。ここで 10分近

くロスをしてしまい先を行く今仁さん

を追いかけていると 16ｋｍ付近で折り

返してきた芝本さんを見掛けました。

約 3kmは離れている様でした。その後

18km過ぎの折り返し手前で今仁さんに

追いつき一緒になり写真を撮ってもら

いその後 20kmのエイドまで並走し、

スタッフの方に二人で写真を写しても

らいました。 

 

この後は、私が先行し、再び 34kmの

折り返しを過ぎた所で今仁さんと出会

いましたが、約 1km程の差がありまし

た。この後は海岸沿いの漁港を走り抜

け町中を通りスタート地点の公園にゴ

ールしました。今回歩く事なく走れ何

とか 5時間(4：54：11)を切ることが

出来ました。9月、10月は仕事の関係

もあり走行距離も 140km止まりの中、

なぜか足の痙攣にも見舞われず走り切

れましたが、何が良かったのか不思議

です。ゴール後は、西さんは一足先に

別府港に向け出発され、車の 3人も慌

ただしく着替え別府港に向かい出発、

フェリー乗り場近くのコンビニでお酒、

アテ、夜食を買い込み乗船し、早々に

風呂に入り軽く打ち上げをした後に床

に付きました。今回も今仁さんには準

備から現地での対応等色々とお世話頂

き本当に有り難う御座いました。 

 

11月 23日（土） 

福知山マラソン  

岡田 盛助 

 今月、とみくじマラソンに続きフル

2レース目で当初太田氏、栗栖氏、岡

田の 3人での参加予定でしたが、太田

氏の体調不良で不参加となり結局２人

での参加でした。レース結果から言う

とタイムは 5時間 15分 10秒で５時間

以内に完走出来なくて悔しい残念な結

果となってしまいました。スタート列

は最後尾の G列でしたが、スタートラ

インまでは４分少しでしたのでタイム

には差ほど影響はなかったのですが，

20km過ぎまでは、6分/kmを切るペー

スで少し早過ぎたと思い後半を心配し

ながら走り 25km過ぎから 35kmの間は

極端にペースダウンし、何度か歩く事

になり早い目に漢方を飲み何とか 40km

地点を 4時間 35分頃で通過し、後は

2km程、歩いても 5時間は充分に切れ

る事を確信した辺から心配していた痙

攣を感じ再び漢方を飲むも症状が徐々

に酷くなり残り 1kmの曲がり角 300m

手前でついに痙攣が最悪な状態になり

一歩も動けなくガードレールに捕まり

痛みに耐えるだけの状態に、ゴールを

前に次々とランナーに追い越されて行

く自分が何とも情けなく、30年以上走

って来たが、こんな事は初めてでした。

残り 1.3km程で 10分近く痙攣の痛み

をこらえながら和らぐ体制を取りたい

のに，全く取れない状態で痙攣の治ま

るのをひたすら我慢し耐えるのみでし

た。少し良くなったと思い歩くと再び

激しい痙攣に見舞われました。仕方な

くレースを諦めようとゴールしている

はずの栗栖さんに電話をしたが繋がら

ず仕方なく収まるのを待ち慎重にゆっ

くり動き出し、結局時間が経つと共に

少しずつ歩ける様になり何とかゴール

に辿り着くことが出来ました。このタ

イムは、フルでのワースト記録となっ

てしまいました。 

 

２０１９．１１．２３（土） 

福知山マラソン 

栗栖 貞行 

 当日 6時、岡田さんが自宅に迎えに

来て頂き出発。 高速道路湾岸線 大

浜～南港北 補修工事中の為渋滞でど

うなるものかと気をもんだが何とか現

地、音無瀬橋下の駐車場に８時半過ぎ

到着。歩いてスタート会場の三段池公

園へ。 

 さっそく受付を済ませ、いつもの体

育館そばで着替え等準備。天候は快晴。

寒さはなくスタートまでしのぎやすか

った。 

 いよいよスタートの１０時半。私は

Ｂグループなので 20数秒でスタート

ラインを通過。少し走ったら下り坂と

言う事もありみんな凄いスピードだ。

自分ではオーバーペースの５分/㎞で

行くもどんどん抜かれる。若い奴はす
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ごいなと思いながらも目一杯のペース

で着いていく。ハーフ過ぎたあたりで、

このままでは終盤持たないと少しペー

スをおとす。やはり 30ｋｍを過ぎると

足に少し異変を感じさらにペースが落

ちた。 

 やはり３４ｋｍ過ぎ、足が動かなく

なり走っては少し歩き又走るを繰り返

す状態になった。 

 そしてだんだん歩く時間が長くなっ

ていった。 

 あと４ｋｍ位になるとほぼサブ４は

無理なことがわかるとさらに走ろうと

いう気が無くなりずっと歩く。そして

ラスト１ｋｍは苦痛の坂だった。なん

とかゴールできて４時間８分台。疲れ

切ってのゴールだった。スタート直後

ペースを抑えて走れば後半もっと楽に

走れたかもしれないが年をとり、だん

だん走れなくなっていく現実を身を持

って感じさせられたレースだった。 

 今回の結果を真摯に受止めてフルを

あきらめるか、目標タイムをもう少し

下げて気楽に走るか？今後の走り方と

言うか方向を考えさせられる大会とな

った。 

 帰りも道路は渋滞で帰宅は 20時半

となった。走って疲れた上に長時間の

運転になった岡田さんには申し訳なか

ったです。 

 岡田さんありがとうございました。 

 

∇雨山通信 

「イマダモクケイにオヨバズ」 

これは双葉山が 70連勝を逃したとき

にヨーロッパに向かう船に乗っていた

恩師に打った電報です。一般には「わ

れ未だ木鶏たりえず」と紹介されてい

ます。元は中国の古典に基づいていて、

何ごとがあっても動じないという意味

だそうですが双葉山は自分はまだこの

境地に達していないと言ったわけです。

「後の先」という言葉も有名です。ど

こかのカチアゲをする横綱と違い、相

手が立ってから受けて立つ双葉山が真

の横綱だと思います。 

くにさきとみくじマラソンの途中で訪

れた大分県宇佐市の双葉山の生家のす

ぐ裏にあるお寺の保育園に私は通って

いました。瀬戸内海に流れ込む伊呂波

川という川を挟んだ双葉山とは向こう

岸で高校まで育ちました。双葉山の家

は海運業でしたが、祖父は漁師で双葉

山と同い年くらいだったので、少年時

代は相撲くらい取っていたのではない

かと思っています。同じ大分県 syっ

伸の大エース稲尾和久のお父さんも漁

師で双葉山と同じくらい強かったそう

で、双葉山と相撲を取ったことがある

そうです。 

双葉山の生家でお茶や漬物お接待をし

てもらっているときに、近くの方が宇

佐弁丸出しでしゃべっているのを大変

懐しく聞いていました。     

（今仁） 

 

宇佐市ホームページから 

双葉山 

相撲界で不滅の６９連勝という大記録

を打ちたて、１年２場所の時代に全勝

優勝８回を含む１２回の優勝など偉大

な業績を残し、後に「昭和の角聖」

「相撲の神様」とまで称されるように

なった第３５代横綱「双葉山」（本

名：穐吉定次）。明治４５年２月９日、

父・義広、母・みつゑの次男として、

大分県宇佐郡天津村布津部（現在の宇

佐市大字下庄）に生まれました。 

 

宇佐市内に残る戦争遺跡 

昭和 14（1939）年 10月 1日に宇佐海

軍航空隊が開隊し、艦上機（航空母艦

から発着する航空機）の搭乗員を養成

するため、多くの航空隊員が宇佐で訓

練を行っていました。昭和 20年にな

ると、宇佐海軍航空隊でも特攻隊が編

成され 154人もの若者が命を落としま

した。一方で、宇佐海軍航空隊とその

周辺は米軍による空襲を何度も受け、

多くの方が亡くなりました。 

掩体壕 

 市内には現在でも、軍用機を格納し

た掩体壕（えんたいごう）や、機銃掃

射の痕が残る落下傘整備所など、多く

の戦争遺構が残されています。 

 戦争の脅威や平和への願いを伝える

ため、戦争遺跡の保存を進めています。 

 

 

滑走路跡 

 かつて滑走路があ

った場所には、フラ

ワーロード 2号線が

通っています。道路

沿いには、特攻隊員

を見送った人をイメ

ージしたモニュメン

トと、米国から送ら

れたハナミズキが植

えられています。 

 

 


